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関
西
詩
人
協
会
会
報

大
倉
元
委
員
の
第
１
部
司
会
進
行
で
定
刻

に
始
め
ら
れ
た
。
今
年
度
逝
去
さ
れ
た
会
員

に
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
開
会
の
こ
と
ば
を
横
田

事
務
局
長
が
行
い
、
次
に
有
馬
敲
代
表
よ
り

挨
拶
が
あ
っ
た
。
今
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を

周
年
記
念
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

20

特
に
詩
の
イ
ベ
ン
ト
と
『
設
立

周
年
記
念

20

誌
』
の
２
つ
が
大
き
な
目
玉
で
あ
っ
た
。
20

年
の
月
日
を
思
い
、
継
続
は
力
な
り
と
改
め

て
思
う
な
ど
と
、
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
議
長
選
出
と
な
り
、
会
場
か
ら

立
候
補
す
る
者
が
い
な
い
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
お
願
い
し
て
お
い
た
北
村
真
会
員
を
議
長

と
し
た
。
今
回
の
総
会
は
委
任
状

名
、
出

57

席
者

名
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

63
議
事
は
、
運
営
事
業
報
告
、
会
報
発
行
報

告
、
会
計
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
報
告
、
と

今
年
度
の
報
告
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
議
長
が

採
決
を
と
り
、
全
て
了
承
を
得
た
。

続
い
て
、
次
年
度
事
業
計
画
案
、
次
年
度
予

算
案
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
規
約
改
正
案
と

し
て
、
永
年
会
員
に
、
年
会
費
二
千
円
の
負
担

を
お
願
い
す
る
改
正
案
が
提
出
さ
れ
た
。
（
永
年

会
員
の
資
格
の
規
約
は
変
わ
ら
な
い
）
会
場
か

ら
は
、
会
計
上
の
都
合
な
の
で
こ
の
案
に
つ
い

て
は
異
議
な
し
と
す
る
意
見
と
、
永
年
会
員
に

な
り
会
費
免
除
を
期
待
し
て
い
た
の
に
残
念
な

ど
と
、
こ
の
案
に
対
す
る
批
判
も
あ
っ
た
。
新

運
営
委
員
に
つ
い
て
は
、
会
報

号
で
報
告
の

75

新
運
営
委
員
の
内
、
河
井
洋
、
岸
本
嘉
名
男
両

氏
は
、
身
体
的
理
由
に
よ
り
辞
退
さ
れ
た
の
で
、

嵯
峨
京
子
、
松
村
信
人
両
氏
が
新
委
員
に
加
わ

る
と
、
提
案
が
あ
っ
た
。
議
長
の
裁
決
に
よ
り
、

結
局
、
次
年
度
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
規
約
改

正
案
が
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
可
決
承
認
さ
れ

た
ほ
か
、
次
年
度
の
項
目
に
つ
い
て
は
す
べ
て

可
決
承
認
さ
れ
た
。

議
長
は
退
任
し
、
新
入
会
員
で
出
席
さ
れ
て

い
る
西
崎
想
、
信
定
和
美
、
登
り
山
泰
至
、
各

会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。
新
運
営
委
員
の
紹
介
、

ま
た
今
年
度
で
退
く
委
員
も
壇
上
に
上
が
り
、

記
念
品
を
授
与
さ
れ
た
。

第
２
部
は
予
定
時
間
を
大
幅
に
遅
れ
て
開
始

さ
れ
た
。
吉
田
定
一
会
員
の
講
演
に
入
る
。
演

題
は
「
童
謡
（
う
た
）
の
心
・
詩
の
こ
こ
ろ
」
。

講
演
内
容
に
つ
い
て
は
別
記
事
に
紹
介
。

『
関
西
詩
人
協
会
設
立

年
記
念
誌
』
出
版

20

記
念
会
に
入
り
、
「
関
西
詩
人
協
会
の
２
０
年
を

振
り
返
っ
て
」
の
お
話
を
長
年
協
会
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
た
、
志
賀
英
夫
会
員
に
し
て
い
た
だ

い
た
。
協
会
の
出
発
は
大
阪
文
化
団
体
の
会
合

の
帰
り
、
志
賀
氏
と
故
水
口
洋
治
、
故
福
中
都

生
子
、
原
圭
治
、
水
谷
な
り
子
、
各
氏
が
大
阪

文
学
館
を
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
で
、
協

会
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
設

立
の
２
年
前
に
規
約
を
作
成
し
て
、
各
詩
人
た

ち
に
勧
誘
の
お
知
ら
せ
を
通
知
し
た
。
故
水
口

氏
は
協
会
設
立
に
大
変
な
ご
努
力
を
な
さ
っ
た
。

平
成
６
年

月
に
は
設
立
の
会
を
も
つ
運
び
と

10

な
っ
た
。
会
報
の
第
１
号
に
は
会
員
約

名
、

300

総
会
出
席
者

名
と
あ
る
。
大
阪
文
学
館
に
つ

80

い
て
は
、

年
に
わ
た
る
陳
情
の
末
、
大
阪
市

10

の
硬
い
壁
に
は
立
ち
向
か
え
ず
、
陳
情
を
断
念

す
る
。
協
会
設
立
の
１
年
後
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
あ
り
、
会
員
の
安
否
確
認
を
し
た
。
ま

た
、
被
災
会
員
は
１
年
間
の
会
費
免
除
と
し
た
。

そ
の
後
、
震
災
特
集
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
出
さ

れ
、
４
版
ま
で
詩
画
工
房
で
出
版
し
た
。
「
暮
ら

し
の
手
帖
」
に
こ
の
中
か
ら
、

名
の
会
員
の

20

作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
の
後
朗
読
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
井
上

良
子
、
中
西
衛
、
西
崎
想
、
森
清
各
会
員
が
自

作
詩
を
朗
読
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
る
、
佐

相
憲
一
、
近
藤
摩
耶
、
中
尾
彰
秀
各
会
員
は
時

間
の
関
係
上
、
懇
親
会
会
場
で
し
て
い
た
だ
い

た
。

懇
親
会
の
司
会
進
行
役
は
北
原
、
中
尾

各
委
員
、
開
会
の
言
葉
を
薬
師
川
虹
一
委
員
、

今
年
度
に
詩
集
・
詩
書
を
発
行
し
た
会
員
の
紹

介
を
、
寺
沢
京
子
、
藤
谷
恵
一
郎
委
員
が
さ
れ
、

檀
上
で
著
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
本
を
紹
介
し
た
。

岸
本
嘉
名
男
委
員
の
乾
杯
の
音
頭
に
始
ま
り
、

和
や
か
な
懇
談
の
時
を
も
っ
た
。
最
後
、
左
子

真
由
美
委
員
の
閉
会
の
言
葉
で
御
開
き
と
な
っ

た
。

（
文
責
・
神
田
さ
よ
）
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会
設
立

周
年
記
念
誌
訂

20

正―
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
―
２
０
０
８
年

月
に
島
田
陽
子
氏
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

10ま
す
。
誠
に
申
し
訳
け
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

関
西
詩
人
協
会
前
事
務
局

横
田
英
子

頁
、
下
段
５
行
目
最
後
の
「
良
い
蚊
『
会

12員
名
簿
』
」
は
「
よ
い
『
会
員
名
簿
』
」
の

誤
り
で
す
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

竹
林
館
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幼
児
期
に
「
な
ぜ
・
ど
う
し
て
」
と
発

す
る
時
期
が
あ
る
よ
う
に
、
童
謡
作
品

に
も
「
ど
う
し
て
」
と
「
問
い
」
、
そ
の

「
問
い
」
に
「
答
え
」
を
添
え
た
童
謡

が
あ
る
。
「
ぼ
く
の
は
な
ぺ
ち
ゃ
／
だ
れ

に
に
た
／
だ
れ
に
も
に
な
い
／
マ
マ
に

に
た
／
う
さ
ぎ
が
２
ひ
き
い
え
に
い
る
」

（
有
馬
敲
「
ぼ
く
の
し
る
し
」
一
連
）

と
云
う
よ
う
に
…
。
こ
う
し
た
問
答
歌

形
式
の
童
謡
に
、
童
謡
詩
人
の
代
表
作

品
が
多
々
見
ら
れ
る
。
「
赤
い
鳥
小
鳥
」

（
白
秋
）
「
か
な
や
」
（
八
十
）
、
「
七
つ

の
子
」
（
雨
情
）
そ
し
て
「
ぞ
う
さ
ん
」

（
み
ち
を
）
等
々
、
歌
わ
れ
て
い
る
童

謡
が
多
い
。

お
月
夜

北
原
白
秋

ト
ン
、
／
ト
ン
、
／
ト
ン
、
／
あ
け
て

く
だ
さ
い
。
／
ど
な
た
で
す
。
／
わ
た

し
や
木
の
葉
よ
。
／
ト
ン
、
コ
ト
リ
。

（
次
の
一
文
は
、
雑
誌
『
無
限
』
。
対
談
・

与
田
準
一
／
吉
田
定
一
「
詩
と
し
て
の
童

謡
論
」
か
ら
の
部
分
引
用
。
詩
に
引
き
寄

せ
て
語
る
べ
き
と
こ
ろ
が
時
間
が
な
く
…
。

吉
田

こ
の
「
お
月
夜
」
と
い
う
童
謡
は

ど
う
い
う
意
味
で
も
捉
え
ら
れ
る
し
、
解

釈
で
き
ま
す
が
、
そ
の
意
味
で
は
い
ち
ば

ん
気
分
的
、
象
徴
的
な
童
謡
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
（
与
田
さ
ん
が
云
わ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
童
謡
は
自
然
観
照
の
洗
練
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
）
で
す
が
、
何
処
か
、
幼
児
の

孤
独
な
心
象
風
景
を
、
眺
め
見
る
よ
う
な
。

そ
れ
で
い
て
な
に
か
静
寂
な
夢
を
開
示
し

て
い
る
。
〃
ト
ン
、
ト
ン
、
ト
ン
あ
け
て

く
だ
さ
い
〟
と
記
憶
の
底
に
沈
ん
で
い
る

幼
児
へ
の
訪
問
？

そ
の
戸
口
で
、
暗
部
の

戸
口
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
す
る
と
、
自

問
自
答
す
る
よ
う
に
…
。
「
ど
な
た
で
す
。

／
わ
た
し
や
木
の
葉
よ
。
ト
ン
、
コ
ト
リ
」

と
、
木
の
葉
（
や
風
や
月
）
が
答
え
る
。

自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
幼
児
へ
の
、
も

う
一
人
の
自
分
へ
の
訪
問
で
も
あ
る
よ
う

な
。
そ
れ
が
木
の
葉
や
風
に
よ
っ
て
象
徴

さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
せ
ん
か
。
こ
の

問
答
体
の
も
つ
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
大
正

童
謡
の
生
ん
だ
思
索
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る

と
思
う
ん
で
す
。
そ
し
て
そ
の
ス
タ
イ
ル

そ
の
も
の
が
、
童
謡
詩
人
の
思
索
の
揺

籃

ゆ
り
か
ご

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

（
与
田

内
面
の
幼
児
に
向
け
て
の
。
）

吉
田

大
人
の
内
部
に
眠
っ
て
い
る
子
ど

も
、
そ
の
内
面
の
無
垢
な
幼
児
を
呼
び
醒

ま
す
の
も
、
語
り
か
け
る
の
も
、
言
葉
で

す
か
ら
、
言
葉
に
よ
る
語
り
掛
け
の
位
相

か
ら
、
様
式
と
い
い
ま
す
か
、
フ
ォ
ル
ム

や
形
式
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
う
し
て
自

分
に
内
在
し
て
い
る
幼
児
が
そ
こ
で
目
覚

め
て
く
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

吉
田

ま
た
、
幼
児
へ
の
回
帰
と
い
う
こ

と
は
、
言
葉
を
換
え
て
言
え
ば
、
人
間
の

暗
部
へ
の
回
帰
で
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

（
与
田

体
内
的
回
帰
？
）

吉
田

こ
の
幼
児
と
い
う
暗
部
を
通
っ
た

向
こ
う
に
、
も
う
一
つ
の
明
る
い
世
界
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
に
、
言

葉
に
よ
る
か
つ
て
の
幼
児
体
験
の
蘇
り
は
、

現
在
の
新
た
な
経
験
と
し
て
の
夢
を
開
示

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。

子
供
で
あ
る
の
は
ぜ
い
た
く
な
哀
し
さ

な
の
に
／
そ
の
な
か
に
ゐ
て
知
ら
な
か

っ
た
／
雪
を
に
ぎ
っ
て
と
け
な
い
も
の

と
思
ひ
こ
ん
で
ゐ
た
／
い
ち
ど
の
か
な

し
さ
を
／
い
ま
こ
ん
な
に
も
だ
い
じ
に

お
も
ふ
と
き
／
わ
た
し
は
〝
よ
う
ね
ん

〟
を
は
じ
め
て
生
き
る
｛
吉
原
幸
子
「
１

喪
失
で
は
な
く
」
部
分
｝

吉
田

ま
た
言
葉
の
も
つ
リ
ズ
ム
、
韻
と

韻
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
旋
律
、

そ
う
い
っ
た
詩
の
全
体
か
ら
く
る
響
き
を

こ
と
ば
に
背
負
う
そ
の
位
相
に
、
歴
史
性

と
い
い
ま
す
か
、
人
間
の
最
も
原
始
的
な

も
の
の
底
に
沈
む
感
覚
が
宿
っ
て
い
る
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。
戦
後
の
童
謡
は
、
言

葉
の
機
能
と
い
い
ま
す
か
、
響
き
が
意
味

を
内
面
か
ら
支
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
詩
人
の
斎
藤
怘
さ
ん
が
こ
の
対
談
を
読

ま
れ
て
曰
く
）
「
こ
の
吉
田
発
言
は
『
現
代

詩
』
に
も
通
ず
る
も
の
と
し
て
、
私
は
真

摯
に
受
け
止
め
た
い
。
童
謡
の
根
っ
こ
に

あ
る
の
は
人
間
の
「
声
」
で
あ
る
。
現
代

詩
は
「
幼
児
と
い
う
暗
部
を
通
っ
た
向
こ

う
」
即
ち
い
の
ち
の
輝
き
と
、
感
情
を
込

め
て
発
せ
ら
れ
る
人
間
の
生
き
た
「
声
」

を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

か
。
」
と
。
（
詩
集
『
わ
た
し
の
胸
の
夕
空

に
』
解
説
よ
り
。
）

講
演

吉
田
定
一

童
謡
の
こ
こ
ろ
・
詩
の
こ
こ
ろ

う

た
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会
員
外
総
会
出
席
者
（
５
名
）

懇
親
会
出
席
者

井
上

庚
・
市
原
礼
子
・
岩
井

洋
・
大
賀
二
郎

大
倉

元
・
尾
崎
ま
こ
と
・
蔭
山
辰
子
・
和
比
古

神
田
さ
よ
・
岸
本
嘉
名
男
・
北
原
千
代
・
熊
井

三
郎
・
香
咲

萌
・
近
藤
摩
耶
・
榊

次
郎
・
嵯

峨
京
子
・
左
子
真
由
美
・
佐
古
祐
二
・
佐
相
憲

一
・
志
賀
英
夫
・
下
前
幸
一
・
す
み
く
ら
ま
り

こ
・
瀬
野
と
し
・
田
島
廣
子
・
田
村
照
視
・
釣

部
与
志
・
寺
沢
京
子
・
寺
西
宏
之
・
外
村
文
象

中
尾
彰
秀
・
名
古
き
よ
え
・
永
井
ま
す
み
・
西

き
く
こ
・
信
定
和
美
・
橋
爪
さ
ち
子
・
原

圭
治

福
田
ケ
イ
・
藤
谷
恵
一
郎
・
ま
す
お
か
や
よ
い

松
村
信
人
・
三
浦
千
賀
子
・
森

清

(

名)

46

総
会
出
席
者

有
馬

敲
・
阿
形
蓉
子
・
秋
野
光
子
・
井
上

庚
・
井
上
良
子
・
猪
谷
美
知
子
・
市
原
礼
子
・
岩
井

洋
・
大
賀
二
郎
・
大
倉

元
・
尾
崎
ま
こ
と
・
蔭
山
辰
子
・
和
比
古
・
香
山
雅
代
・
河
井

洋
・

神
田
さ
よ
・
北
村

真
・
岸
本
嘉
名
男
・
北
原
千
代
・
熊
井
三
郎
・
香
咲

萌
・
近
藤
摩
耶
・
斉
藤

明
典
・
榊

次
郎
・
嵯
峨
京
子
・
左
子
真
由
美
・
佐
古
祐
二
・
佐
相
憲
一
・
志
賀
英
夫
・
志
田
静

枝
・
島

秀
生
下
前
幸
一
・
瀬
野
と
し
・
田
島
廣
子
・
田
村
照
視
・
司

由
衣
・
釣
部
与
志
・
寺
沢

京
子
・
寺
西
宏
之
・
外
村
文
象
・
中
西

衛
・
す
み
く
ら
ま
り
こ
・
中
尾
彰
秀
・
名
古
き
よ
え
・

永
井
ま
す
み
西

き
く
こ
・
西
崎

想
・
信
定
和
美
・
登
り
山
泰
至
・
橋
爪
さ
ち
子
・
原

圭
治
・

福
田
ケ
イ
・
藤
谷
恵
一
郎
・
ま
す
お
か
や
よ
い
・
松
村
信
人
・
三
浦
千
賀
子
・
南

久
子
・
村
野

由
樹
・
森

清
薬
師
川
虹
一
・
や
ま
も
と
れ
い
こ
・
横
田
英
子
・
吉
田
定
一
（

名
）

63
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新
体
制
が
以
下
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

代
表

有
馬

敲

事
務
局
長

大
倉

元

総
務

名
古
き
よ
え

会
計

岩
井

洋

会
報

永
井
ま
す
み

議
事
録

佐
古
祐
二

吉
田
定
一

入
退
会
・
名
簿

佐
相
憲
一

嵯
峨
京
子

奥
村
和
子

詩
画
展

近
藤
摩
耶

外
村
文
象

中
尾
彰
秀

イ
ベ
ン
ト

榊

次
郎

田
村
照
視

釣
部
与
志

原

圭
治

国
際
交
流

村
田
辰
夫

薬
師
川
虹
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

す
み
く
ら
ま
り
こ

松
村
信
人

『
言
葉
の
花
火
』

薬
師
川
虹
一

村
田
辰
夫

す
み
く
ら
ま
り
こ

会計報告 （削除）
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は
読
書
に
熱
中
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

詩
を
発
表
す
る
場
所
は
「
別
冊
關
學
文
藝
」
（
年
二
回
）
、

「
イ
リ
プ
ス
Ⅱ
」
（
今
年
か
ら
年
三
回
）
が
中
心
。
あ
と
は

頼
ま
れ
原
稿
が
年
に
一
度
程
度
。
そ
れ
で
精
一
杯
。
掲
載

作
品
は
「
イ
リ
プ
ス
Ⅱ
（
十
一
号
）
」
（
２
０
１
３
年
５
月
）

の
も
の
。
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
こ
だ
わ
る
契
機
と
な
っ
た
作

品
。

新
入
会
員
紹
介

お
し
だ
と
し
こ

こ
の
度
、
関
西
詩
人
協

会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ

き
有
難
く
感
謝
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

私
は
奄
美
の
喜
界
島
で

生
ま
れ
、
５
歳
ま
で
父
の
任
地
台
湾
で
過
ご
し
ま
し
た
。

戦
況
の
悪
化
で
喜
界
島
に
引
き
揚
げ
て
高
校
ま
で
過
ご
し
、

大
学
受
験
で
上
京
し
て
、
縁
あ
っ
て
夫
と
結
婚
。
２
人
の

子
に
恵
ま
れ
２
人
と
も
東
京
の
大
学
で
学
ん
だ
の
を
切
っ

掛
け
に
、
私
も
慶
応
大
学
通
信
課
程
文
学
部
で
学
び
ま
し

た
。
卒
業
論
文
は
「
正
宗
白
鳥
─
死
を
超
え
る
も
の
」
で
、

慶
応
は
テ
ス
ト
と
リ
ポ
ー
ト
が
重
視
さ
れ
た
の
で
、
お
か

げ
で
文
章
を
書
く
愉
し
み
を
知
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

登
り
山

泰
至

は
じ
め
私
に
と
っ
て
詩
を

書
く
こ
と
は
自
身
へ
の
内
省

以
外
の
何
者
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

詩
の
表
現
を
通
じ
て
自
分

を
好
き
に
な
り
、
ま
た
嫌
い

に
も
な
り
ま
し
た
。
近
年
表
現
の
折
に
触
れ
、
詩
は
広
義

の
「
神
性
」
に
通
じ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、

同
時
に
詩
の
未
来
へ
の
橋
渡
し
を
と
い
う
啓
発
的
な
気
持

ち
が
熾
っ
て
い
ま
す
。
若
輩
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
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会員発行の詩誌

あ・う・ん ４ 根来真知子
アリゼ 163 以倉紘平
苺通信 30俳句元年 藤本数博
葦笛 29 阿形蓉子
異郷 30 村上久雄
呼吸 147 司 由衣
香川歌人 8月 水野ひかる
ＧＡＩＡ 50 上杉輝子
伽羅 10 吉田定一
コールサック 80 佐相憲一
山陰詩人 200号（記念特集号）
新羅通信 153～ 155 中尾彰秀
知井 18 号 名古きよえ
別冊関学文藝 49 松村信人
銀河詩手帖 266･7 近藤摩耶
新燎原 12 小林尹夫
柵 5 志賀英夫
三人囃子 3 万年青一
憧憬 11月 三浦千賀子
軸 112 原 圭治
叢生 194･5 叢生詩社
野の花 3 三浦千賀子
プライム 40 後 惠子
ＰＯ 155 左子真由美
ぽとり 36 武西良和
Ｍｅｓｓｉｅｒ 44 香山雅代
ＲＡＶＩＮＥ 192 薬師川虹一
リフレクション 川田あひる
リヴィエール 137 横田英子

関西詩人協会HPのお知らせ
http://kpapoem.web.fc2.com/
新役員の頁を徐々に変更します

２月から３ヶ月間の「会員の詩」
予定
井上哲士・桂あさみ・和田杳子
の三氏
自選詩集第７集より転載
テーマは「川」です
（文責・すみくらまりこ）

関
西
詩
人
協
会
入
会
の
お
誘
い

会
員
の
皆
さ
ん
、
周
り
の
方
々
に
当
会
へ
の
入
会
を
ぜ
ひ

お
す
す
め
く
だ
さ
い
。
詩
人
の
ほ
か
、
詩
愛
好
者
や
研
究

家
な
ど
、
会
の
趣
旨
に
親
し
み
を
感
じ
て
く
だ
さ
る
方
な

ら
大
歓
迎
で
す
。
幅
広
い
層
に
よ
る
豊
か
な
交
流
が
、
前

か
ら
の
会
員
に
も
良
い
刺
激
と
な
る
で
し
ょ
う
。

関
西
か
ら
、
詩
を
愛
す
る
心
を
大
い
に
ひ
ろ
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
ご
自
身
が
お
友
だ
ち
の
入
会
推
薦
人
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
と
幸
い
で
す
。
会
事
務
局
ま
た
は
今
号

会
報
３
ペ
ー
ジ
下
段
に
あ
る
入
退
会
担
当
ま
で
、
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

文
責
・
佐
相
憲
一
）

新
入
会
員
の
詩

蛇

松
村
信
人

縁
日
の
露
天
の
並
び
に
は
よ
く
見
世
物
小
屋
が
建
っ
た
。

怖
い
も
の
見
た
さ
に
友
達
と
連
れ
立
っ
て
覗
い
た
も
の

だ
が
、
な
か
で
も
蛇
女
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
衝

撃
的
な
も
の
だ
っ
た
。
―
―
親
の
因
果
が
子
に
祟
り
、

あ
あ
恐
ろ
し
や
、
恐
ろ
し
や
。
し
か
し
こ
れ
は
運
命
な

の
で
す
。
呼
び
込
み
の
親
父
の
声
が
響
き
渡
る
。
舞
台

で
は
着
物
姿
の
小
柄
な
娘
が
横
た
わ
っ
て
い
て
、
裾
を

ま
く
る
と
膝
か
ら
脛
に
か
け
て
蛇
の
鱗
状
の
紋
様
が
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
―
―
娘
の
父
親
は
朝
か
ら
晩
ま

で
蛇
を
獲
る
の
が
生
業
、
何
千
匹
も
の
蛇
を
殺
し
て
き

た
報
い
が
今
と
な
っ
て
は
…
…
。
呼
び
込
み
の
声
が
響

く
。

あ
る
時
雑
木
林
の
氷
の
張
っ
た
溜
池
で
遊
ん
で
い
て
、

連
れ
の
何
人
か
が
傍
ら
の
大
き
な
岩
を
動
か
そ
う
と
し

て
い
た
。
や
っ
と
の
こ
と
で
傾
い
た
そ
の
岩
の
下
に
は
、

何
十
匹
も
の
蛇
が
折
り
重
な
っ
て
冬
眠
し
て
い
た
。
あ

ま
り
の
気
味
悪
さ
に
、
私
は
吐
き
気
を
催
し
一
目
散
に

逃
げ
出
し
て
い
た
。
―
―
石
で
頭
を
潰
そ
う
。
背
後
で

は
悪
童
ど
も
の
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
あ
い
つ
ら
の

子
孫
に
は
き
っ
と
蛇
女
の
よ
う
な
祟
り
が
あ
る
に
違
い

な
い
。
そ
う
思
っ
て
走
り
続
け
た
。

旧
家
の
天
井
裏
に
は
蛇
が
棲
み
つ
い
て
い
た
。
真
夜
中

板
張
り
の
上
を
這
い
ず
り
回
る
音
。
時
に
は
鼠
を
咥
え

て
い
る
の
か
、
断
末
魔
の
鳴
き
声
と
激
し
い
物
音
が
響

く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
は
蒲
団
に
潜
り
込
ん

だ
ま
ま
息
を
潜
め
て
い
た
。
蛇
は
そ
れ
で
も
家
の
護
り

神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
大
き
な
白
蛇
で
あ
ろ
う
と
噂
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
は
夕
暮
れ
時
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
天
井
裏
を
抜
け

出
し
た
大
蛇
が
梁
を
伝
い
、
竈
の
あ
る
台
所
に
落
ち
て

き
た
夢
を
見
た
。
ま
ぎ
れ
も
な
く
白
蛇
で
、
す
る
す
る

と
裏
庭
の
垣
根
を
越
え
て
、
草
む
ら
の
中
に
逃
げ
込
ん

で
い
っ
た
の
だ
。
近
所
か
ら
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
き

て
い
た
。
私
も
そ
の
中
に
い
て
、
蛇
の
行
方
を
見
守
っ

て
い
た
。
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
…
…
。
そ
れ
か
ら
相

次
い
で
身
内
に
不
幸
が
続
い
た
よ
う
に
思
う
。
天
井
裏

で
は
蛇
の
這
い
回
る
音
が
し
な
く
な
り
、
い
つ
し
か
私



- 5 -

心
配
し
て
い
た
台
風
が
過
ぎ
、
好
天

の
日
と
な
っ
た
。
８
時

分
梅
田
大
和

30

ハ
ウ
ス
ビ
ル
前
で

名
の
参
加
者
が
集

20

合
。
時
間
ど
お
り
に
出
発
。
バ
ス
の
運

行
は
和
泉
の
国
観
光
の
お
世
話
に
な
る
。

９
時

分
、
京
都
の
竹
田
駅
で
集
合
し

30

た

名
の
参
加
者
と
合
流
。
石
山
寺
に

12
向
か
う
。
予
定
よ
り
早
く

時

分
頃

10

15

に
到
着
。
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
石
山
寺
を

拝
観
し
た
。
境
内
の
奇
岩
前
で
集
合
写

真
を
撮
る
。
堂
内
「
源
氏
の
間
」
は
紫

式
部
が
「
源
氏
物
語
」
を
書
い
た
と
こ

ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内
の
小
山

を
ひ
と
巡
り
し
て
、
東
大
門
で
集
合
。

山
門
近
く
の
「
洗
心
寮
」
で
シ
ジ
ミ
御

膳
の
昼
食
。

時
に
出
発
。

12

ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

時

分
頃

12

45

到
着
。
美
術
館
入
口
ま
で
、
電
気
自
動

車
に
乗
る
人
、
ま
た
は
徒
歩
で
玄
関
へ
。

開
催
中
の
『
獅
子
と
狛
犬
ー
神
獣
が
来

た
は
る
か
な
道
ー
』
を
楽
し
む
。
静
か

な
山
中
の
桃
源
郷
の
よ
う
な
景
色
を
満

喫
す
る
。

そ
の
後
、
信
楽
焼
き
窯
元
、
小
川
顕
三

陶
房
へ
行
く
。
陶
房
へ
は
細
い
坂
道
で

バ
ス
は
通
れ
ず
、
足
に
自
信
の
な
い
方

は
「
陶
芸
の
森
」
へ
と
別
れ
て
見
学
し

た
。
小
川
顕
三
陶
房
で
は
器
つ
く
り
の

行
程
を
、
ろ
く
ろ
を
回
し
て
実
演
も
し

て
い
た
だ
い
た
。

団
体
で
は
な
か
な
か
見
学
で
き
な
い
が

御
厚
意
に
甘
え
て
陶
房
の
雰
囲
気
を
楽
し

ん
だ
。
静
か
な
窯
元
の
集
落
を
後
に
、「
陶

芸
の
森
」
へ
行
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
合
流
し

て
、
信
楽
焼
き
の
お
土
産
な
ど
が
買
え
る

お
店
で
休
憩
。
帰
路
に
着
く
。
竹
田
駅
16

時

分
頃
、
梅
田
駅

時

分
頃
到
着
。

30

17

30

予
定
通
り
の
日
程
だ
っ
た
。

会
員
同
士
親
し
く
な
り
、
和
や
か
な
時

を
も
て
て
、
詩
と
は
離
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

は
あ
っ
た
が
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

参
加
者
名

合
田
照
子
・
井
上
良
子
・
市

原
礼
子
・
岩
井
洋
・
遠
藤
カ
ズ
エ
・
大
倉

元
・
大
園
千
代
子
・
紀
ノ
国
屋
千
・
神
田

さ
よ
・
北
口
汀
子
・
岸
本
嘉
名
男
・
斉
藤

明
典
・
斉
藤
よ
し
み
・
佐
古
祐
二
・
園
田

恵
美
子
・
田
島
廣
子
・
田
村
照
視
・
釣
部

与
志
・
司
茜
・
外
村
文
象
・
永
井
ま
す
み

・
中
西
衛
・
名
古
き
よ
え
・
西
風
泰
子
・

橋
爪
さ
ち
子
・
原
圭
治
・
前
田
捷
美
・
ま

す
お
か
や
よ
い
・
松
原
さ
お
り
・
三
島
祐

一
・
横
田
英
子

計

名
32（

文
責
・
神
田
さ
よ
）

（
上
の
写
真
は
石
山
寺
）

Ｐ
Ｏ
主
催
・
関
西
詩
人
協
会
後
援

詩
誌
「
Ｐ
Ｏ
」

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
明

40

日
へ
の
一
歩
・
詩
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
が
10

月

日
大
阪
天
満
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ

12
れ
ま
し
た
。
荒
川
洋
治
氏
の

分
に
お
よ
ぶ
熱

90

の
こ
も
っ
た
講
演
「
現
代
の
詩
・
こ
れ
か
ら
の

未
来
」
、
ま
た
関
西
詩
人
協
会
会
員
の
植
野
高

志
さ
ん
、
大
倉
元
さ
ん
、
北
村
真
さ
ん
、
高
丸

も
と
子
さ
ん
、
橋
爪
さ
ち
子
さ
ん
、
ハ
ラ
キ
ン

さ
ん
に
よ
る
個
性
溢
れ
る
ス
ピ
ー
チ
と
見
事
な

詩
の
朗
読
、
そ
し
て
、
タ
ン
ゴ
・
グ
レ
リ
オ
の

お
２
人
に
よ
る
感
動
的
な
タ
ン
ゴ
の
生
演
奏
と

た
い
へ
ん
充
実
し
た
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
荒
川
さ
ん
は
懇
親
会
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
多
謝
。
参
加
者

余
名
。

80
（
文
責
・
左
子
真
由
美
）

関
西
詩
人
協
会
設
立

周
年
記
念

20

第
２
回
バ
ス
ツ
ア
ー
報
告

９
月

日
（
日
）

28

石
山
寺
・
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
信
楽
焼
き
の
里
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運
営
委
員
会
の
模
様

’

年

月

日

14

12

13

午
後
２
～
４
時

分
50

エ
ル
お
お
さ
か

出
席

名
18

①
入
退
会

５
名
を
入
会
承
認
し
、
３
名
退
会

で
、
現
会
員
数

名
と
な
る
。

295

②
名
簿
作
成
部
数
を

部
と
決
め
る
。

400

③
会
計
報
告

２
か
月
分
に
つ
き
承
認
。

④
会
報

号
の
ゲ
ラ
を
配
布
し
て
検
討
。

67

⑤
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

会
員
の
詩
を
新
た
に
ア
ッ

プ
す
る
会
員
３
名
を
決
め
る
。

⑥
運
営
費
用
の
内
規
を
確
認
承
認
。
弔
意
金
の

額
に
つ
い
て
検
討
。

⑦
『
言
葉
の
花
火
』
は
英
訳
、
見
開
き
の
横
書

き
と
す
る
。
総
会
で
配
布
で
き
る
よ
う
に
準

備
。
応
募
要
項
は
次
回
運
営
委
で
検
討
確
定

予
定
。
発
行
所
は
、
相
見
積
も
り
を
と
る
。

⑧
詩
話
会

詩
画
展
の
時
期
に
詩
画
展
会
場
の

近
く
で
開
催
す
る
こ
と
を
検
討
。
〈
具
体
的

な
作
品
を
取
り
上
げ
、
詩
の
生
ま
れ
る
過
程

や
発
想
の
仕
方
等
を
学
ぶ
場
〉
に
す
る
。

⑨
詩
画
展

応
募
要
項
を
次
回
運
営
委
で
検
討

確
定
予
定
。

⑩
’

年
の
総
会
は

月

日
に
決
定
。
会
場

15

11

15

は
未
定
。

⑪
会
報
発
送
作
業
は
、
〈
銀
河
・
詩
の
い
え
〉

に
て
運
営
委
員
数
名
で
行
う
。

⑫

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
詩
は
ど
こ
へ

詩

20誌
交
流
祭
」

記
念
誌
の
贈
呈
残
務
処
理
に

つ
き
検
討
。

⑬
大
阪
文
化
団
体
連
合
会
の
運
営
委
員
会
担
当

と
し
て
榊
委
員
を
決
定
。

⑭
’

年
度
の
運
営
委
員
会
の
日
程
を
決
定
。

15

（
文
責
・
佐
古
祐
二
）



- 6 -

関
西
詩
人
協
会

会
員
の
活
動

有
馬
敲
氏
・
京
都
市
芸
術
文
化
協
会
発
行
の

「
藝
文
京

号
」
に
詩
「
寿
命
」
が
掲
載
さ
れ

129

た
。
東
京
新
聞
８
月

日
の
コ
ラ
ム
「
大
波
小

28

波
」
に
コ
ー
ル
・
サ
ッ
ク
社
刊
の
佐
相
憲
一
氏

と
の
共
編
『
現
代
の
諷
刺

人
集
』
が
紹
介
さ

25

れ
た
。

月

日
、
東
京
阿
佐
ヶ
谷
の
イ
エ
ロ

11

30

ー
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
「
有
馬
敲
の
詩
と
う
た
の
世

界
」
を
若
い
フ
ォ
ー
ク
歌
手
た
ち
と
ラ
イ
ブ
の

夕
べ
に
出
席
し
、
自
作
詩
を

分
朗
読
。

30

青
木
は
る
み
氏
・
元
興
寺
灯
籠
法
要
絵
奉
納
。

産
経
新
聞
連
載
詩
９
月
「
ラ
マ
も
眠
っ
た
か
な
」

月
「
悲
し
い
駱
駝
」

月
「
罪
？
誰
の
？
」

10

11

『
詩
人
会
議

月
号
』
全
国
詩
代
表
作
品
集
掲

12

載
。
近
畿
の
立
場
で
エ
ッ
セ
イ
も
執
筆
。

井
上
哲
士
氏
・

月
、
嵐
山
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス

12

で
「
コ
ピ
ー
ア
ー
ト
展
」
開
催
。

大
西
久
代
氏
・
文
芸
思
潮

号

現
代
詩
賞
に

58

お
い
て
奨
励
賞
を
受
賞
。
ま
た
岡
山
県
吉
備
路

文
学
館
館
長
の
依
頼
で
作
家
と
詩
人
の
コ
ラ
ボ

「
平
成
の
詩
人
展
」
に
出
品
。

梶
谷
忠
大
氏
・

月
、
関
西
パ
ス
テ
ル
画
展
に

9

出
品
。

小
林
尹
夫
氏
・
「
詩
の
朗
読
の
夕
べ
」
（
世
話

人
・
小
林
尹
夫
）

月

日
、
第

回
を
開
催
。

11

27

132

朗
読
参
加
者
は

名
で
あ
っ
た
。

17

左
子
真
由
美
氏
・
９
月

日
・

日
、
高
石
市

19

26

立
公
民
館
に
お
い
て
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
楽
し
む

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
を
講
義
。

佐
古
祐
二
氏
・

月

日(

土
）
詩
の
実
作
講

10

25

座
（
於
阿
倍
野
ベ
ル
タ
）
に
お
い
て
、
「
愛
の

詩
・
Ⅲ
」
を
講
義
。

佐
相
憲
一
氏
・
北
海
道
新
聞
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
詩
の
論
考
。
し
な
が
わ
て
れ
び
生
放
送
出

演
。
詩
人
会
議
新
人
賞
選
考
委
員
。
韓
国
・
台

湾
の
詩
人
と
の
詩
誌
創
刊
に
参
加
。

白
川
淑
氏
・
９
月

日
封
切
り
さ
れ
た
映
画

13

『
舞
子
は
レ
デ
ィ
（
周
防
正
行
監
督
）
』
に
『
花

の
え
ま
い
』
が
映
さ
れ
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
「
さ
い

ご
の
舞
子
ち
ゃ
ん
」
を
朗
読
さ
れ
た
。

月
10

25

日
守
山
ス
テ
ィ
マ
ー
ザ
ー
ル
で
、
佐
野
晴
美
氏

に
よ
り
「
梅
酒
」
が
歌
わ
れ
た
。

す
み
く
ら
ま
り
こ
氏
・

月

日
、
日
本
国
際
詩

11

10

人
協
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
イ
タ
リ
ア
詩
人
二
名

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

月

日
、
同
「
響
き
合
う

11

11

東
西
詩
人
：
ポ
エ
ト
リ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

in
K

yoto
2014

」
で
朗
読
。

外
村
文
象
氏
・
「
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｌ

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｋ
」

号
80

に
エ
ッ
セ
イ
「
八
十
歳
の
日
記
～
今
年
の
夏
は
大

荒
れ
」
詩
「
孫
の
日
」
を
掲
載
。
」

永
井
ま
す
み
氏
、
近
藤
摩
耶
氏
・
９
月

日
鳥
取

15

の
妻
木
晩
田
遺
跡
で
詩
と
ギ
タ
ー
の
コ
ラ
ボ
が
開

催
さ
れ
詩
「
弥
生
の
昔
の
物
語
抄
」
を
朗
読
し
た
。

名
古
き
よ
え
氏
・

月

日
二
条
家
山
茶
花
社

10

13

「
重
陽
節
会
」
に
詩
画
展
２
点
出
す
。
「
京
都
市

芸
術
文
化
協
会
理
事
長
賞
」
受
賞
。

月
５
日
京

11

都
に
て
朗
読
会
「
夕
星
（
ゆ
う
づ
つ
）
」
開
催
。

藤
谷
恵
一
郞
氏
・
９
月

日(

土
）
詩
の
実
作
講

27

座
に
お
い
て
、
「
大
江
健
三
郎
に
お
け
る
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
」
に
つ
い
て
講
義
。

薬
師
川
虹
一
氏

・
９
月
日
本
翻
訳
家
協
会
よ
り

「
翻
訳
文
化
賞
特
別
特
別
賞
」
を
受
け
る
。

月
10

リ
ト
ア
ニ
ア
国
際
詩
祭
参
加
。

月
滋
賀
県
文
学

11

会
で
講
演
『
カ
メ
ラ
片
手
に
詩
神
を
求
め
て
。
11

月
日
本
詩
吟
文
化
連
盟
総
会
で
講
演
『
翻
訳
詩
の

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
』

月
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
例
会

12

で
講
演
『
詩
と
写
真
の
狭
間
に
立
っ
て
』

安
森
ソ
ノ
子
氏
・

月
５
日
京
都
国
際
交
流
会
館

10

に
て
、
京
こ
と
ば
の
会
十
周
年
記
念
の
公
演
を
開

催
、
出
演
。

月

日
の
毎
日
放
送
テ
レ
ビ
で
放

11

16

映
さ
れ
た
。

吉
田
薫
氏
・
サ
ン
ケ
イ
新
聞
「
朝
の
詩
」
に
「
声
」

が
掲
載
さ
れ
る
。

吉
田
定
一
氏
・

月
５
日
、
う
た
と
お
話
・
野
口

10

雨
情
の
童
謡
と
民
謡
／

月

日
、
朗
読
劇
―
詩

11

30

・
童
話
と
解
説
・
宮
沢
賢
治
の
世
界
。
高
石
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
。
企
画
と
お
話
（
解
説
）
を
担
当

す
る
。

ひ
ょ
う
ご
日
本
歌
曲
の
会
・

月

日
兵
庫
県
立

11

14

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
佐
藤
勝
太
氏
・
瑞

木
よ
う
氏
の
詩
が
歌
わ
れ
た
。

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
合
同
出
版
会
・

月

日
会
員
の

11

23

永
井
ま
す
み
、
北
口
汀
子
、
市
原
礼
子
、
河
井
洋

氏
の
合
同
出
版
会
が
エ
ル
お
お
さ
か
で
開
催
。
関

西
詩
人
協
会
会
員
の
多
数
の
参
加
を
得
た
。

詩
を
朗
読
す
る
詩
人
の
会
「
風
」
の
ゲ
ス
ト
に
９

月
薬
師
川
虹
一
さ
ん
、

月
岩
井
洋
さ
ん
。

10

今
後
の
企
画

小
林
尹
夫
氏
・
「
詩
の
朗
読
の
夕
べ
」
（
世
話
人

小
林
尹
夫
）
毎
月
第
４
木
曜
、
午
後
６
時
～
熊
本

市
現
代
美
術
館
。
テ
ー
マ
２
月
「
羊
（
未
）
」
、

３
月
「
春
の
花
」

会
員
の
新
刊
詩
書

近
藤
八
重
子
詩
集
『
平
和
な
時
代
の
生
き
様
』

自
家
版

佐
相
憲
一
エ
ッ
セ
イ
集

『
バ
ラ
ー
ド
の
時
間
―

こ
の
世
界
に
は
詩
が
あ
る
―
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社

田
中
信
爾
写
真
詩
集
『
音
の
変
幻
』

竹
林
館

と
き
め
き
屋
正
平
詩
集
『
手
塩
皿
上

斑
鳩
讃
』

遊
絲
社

中
尾
彰
秀
詩

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｐ
Ｏ
Ｅ
Ｍ

Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
風
の
起
源
）

森
羅
信
の
会
出
版

山
本
な
お
こ
童
話
『
学
校
ド
ロ
を
つ
か
ま
え
ろ
』

（
日
本
図
書
館
協
会
選
定
図
書
に
認
定
）

竹
林
館

全
国
生
活
語
詩
の
会
編
『
現
代
生
活
語
詩
集2014

昨
日
・
今
日
・
明
日
』

竹
林
館

風
呂
井
ま
ゆ
み
詩
集

『
私
は
私
の
麦
を
守
っ
て

い
る
』

編
集
工
房
ノ
ア

団
体
の
会
報
・
図
書

詩
界
通
信

号

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ

67

日
本
現
代
詩
人
会
報

号

日
本
現
代
詩
人
会

136

北
海
道
詩
人
Ｎ
Ｏ

北
海
道
詩
人
協
会

137

北
海
道
詩
集

Ｎ
Ｏ

２
０
１
４
年
版

61

北
海
道
詩
人
協
会
発
行

第

回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
２
０
１
４
現
代
詩

29フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

現
代
詩
大
会

入
賞
・
入

選
作
品
集
・
精
華
集
（
北
東
北
子
ど
も
の
詩
大

賞
）

第

回
国
民
文
化
祭
北
秋
田
市
実
行
委

29

岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報

号
37

岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
事
務
局

第

回
岩
手
芸
術
祭
「
文
芸
祭
」
詩
の
大
会
入
賞

67作
品
集

岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ

栃
木
県
現
代
詩
人
会
会
報
第

号
68栃

木
県
現
代
詩
人
会

宮
城
の
現
代
詩
・
宮
城
県
詩
人
会

年
史

10宮
城
県
詩
人
会

群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報
２
８
８
・
９
号

群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報

群
馬
年
刊
詩
集

Ｎ
Ｏ
．

２
０
１
４

37

千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報

号
227千

葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ

千
葉
県
詩
集

第

集

２
０
１
４

47

千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ

横
浜
詩
人
会
通
信

号

横
浜
詩
人
会

292

中
日
詩
人
会
会
報

号

中
日
詩
人
会

180

中
日
詩
人
集

２
０
１
４

中
日
詩
人
会

54

静
岡
県
詩
人
会
報

号

静
岡
県
詩
人
会

123

福
井
県
詩
人
懇
話
会
会
報

号
87

福
井
県
詩
人
懇
話
会

２
０
１
４

福
井
詩
祭

福
井
県
詩
人
懇
話
会

Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
２
０
１

４

富
山
県
詩
人
協
会

別
冊
「
芦
屋
芸
術
」

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

季
刊
（
大
阪
文
化
の
ひ
ろ
ば
改
名
）

203

大
阪
文
化
団
体
連
合
会

西
宮
文
芸
誌
「
表
情
」
第

号
23

西
宮
芸
術
文
化
協
会

中
四
国
詩
集
２
０
１
４

中
四
国
詩
人
会

２
０
１
４
・
年
刊
詩
集

徳
島
現
代
詩
協
会

高
知
詩
集

２
０
１
４
年ふ

た
ば
工
房
・
大
家
正
志

高
知
詩
の
会
通
信

号

高
知
詩
の
会

12

と
っ
と
り
詩
集

第
六
集

鳥
取
現
代
詩
人
協
会

大
分
県
詩
人
協
会
会
報

号
141

大
分
県
詩
人
協
会
会
報

福
岡
県
詩
人
会
会
報
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２
９
３
名



- 7 -

第 76 号（３） 関西詩人協会会報 12015 年 1 月 10 日



- 8 -

第 76（５） 関西詩人協会会報 2015 年 1 月 10 日



- 9 -



- 10 -

2015 年 1 月 10 日 関西詩人協会会報 第 76 号（４）



- 11 -



- 12 -

関
西
詩
人
協
会
事
務
局

大
倉

元

関
西
詩
人
協
会
会
報

第
七
十
六
号

発
行
者

有
馬

敲

編

集

永
井
ま
す
み

次
号
原
稿
〆
切
り
二
月
末
日
で
す

編
集
担
当
者
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

D
ZM

03624@
nifty.com

2015年 1月 10日 関西詩人協会会報 第 76 （6）



- 13 -


